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第 204 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『時の徴』 〜 『昔も今も変わってはいない』 〜 

 

2023 年 9 月 28 日ルーテル学院大学での講義『現代生命科学 II』に赴いた。 

前半はスライドを用いて授業した。 

 

【病理学は顕微鏡を覗きながら、大局観を持つことが求められる分野でもある。 科学とし

ての『がん学』を極めることは、『森を見て木の皮まで見る』ことであり、マクロからミク

ロまでの手順を踏んだ『丁寧な大局観』を獲得する『厳粛な訓練』の場でもある。『陣営の

外』で日々気づかされ、勉強である。 これが『時の徴』の学び方でもあろうか。 まさに『風

貌を見て、心まで診る＝病理学』の時代的到来であろう。『病理学＝理論的根底』の懐の深

さを感ずる。 ここに、『病理学の健全性』を感ずるのは私のみであろうか。 がん細胞は、

増殖の制御が効かなくなって、いつまでも増殖を続けてしまうのでいろいろな不都合が出て

くる。 正常細胞は、使命を自覚して任務を確実に果たす、自己制御と犠牲の上で生きてい

る細胞であるが、がん細胞は この目標を見失って、増殖することに長けた細胞に変貌して

いるということである。】を語った。 

 

【電子計算機時代だ、宇宙時代だといってみても、人間の身体のできと、その心情の動きと

は、『昔も今も変わってはいない』のである。 超近代的で合理的といわれる人でも、病気

になって自分の死を考えさせられる時になると、太古の人間にかえる。 その医師に訴え、

医師を見つめる目つきは、超近代的でも合理的でもなくなる。 静かで、淋しく、哀れな、

昔ながらの一個の人間にかえるのである。 その時の救いは、頼りになる良医が側にいてく

れることである】(吉田富三:1903 – 1973)の言葉を紹介した。 

 

後半は、教科書『カラーで学べる病理学』を用いて、第１章『病理学の領域』１:病理学の

概要 ２:疾病の概要 ３:人体病理学と実験病理学 ４:病理学と臨床医学を音読しながら

進めた。【『癌細胞の病理』と『人間社会の病理』の類似性】&『つもり違い十ヶ条』につ

いても語った。(画像)   

 

真摯な学生の姿勢には大いに感激した。 大変有意義な充実した時であった。 
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